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	1. 研究の目的及び意義
	２. 研究の方法
	大原綜合病院で市民検診を受けられた検診者の骨粗鬆症検診に係るデータを解析し、骨粗鬆症予備群や骨粗鬆症患者を早期に発見して、骨粗鬆症予防や治療に結びつけます。
	３. 研究の期間
	研究期間；　2016年4月1日から2031年3月31日
	５. 使用するデータ
	骨粗鬆症検診に係るデータについて電子カルテから抽出し、個人を特定できないように秘匿化したデータを用います。
	６. 研究成果の取扱い
	個人情報が特定できないようにした上で、学術集会や学術論文などで公表します。

